
水害リスク情報の充実（浸水想定区域図・ハザードマップの空白域の解消）

○水害リスク情報の空白域において浸水被害が多発

○ 近年、気候変動による水害が頻発化・激甚化しており、例えば、令和元年東日本台風では、中小河川等の水害
リスク情報の提供を行っていないエリアで多くの浸水被害が発生。

○ このような水害リスク情報の空白域を解消するため、水防法を改正し、浸水想定区域図及びハザードマップの
作成・公表の対象を全ての一級・二級河川や下水道※に拡大。

○ 早急に浸水想定区域図等を作成・公表し、水害リスク情報の空白域を解消するため、防災・安全交付金による
財政支援を強化。
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○水防法を改正し、洪水浸水想定区域及び雨水出水浸水想定区域の指定対
象を拡大

早急に水害リスク情報の空白域を解消するため
防災・安全交付金による財政支援を強化

丸森町（字神明南地内）の被災状況（令和元年東日本台風）

※全ての一級・二級河川や下水道とは、住宅等の防護対象のある全ての一級・二級河川や浸水対策を目的として整備された下水道のこと。

・令和元年東日本台風では、堤防が決壊した７１河川のうち４３河川
（約６割）、内水氾濫による浸水被害が発生した１３５市区町村のうち
１２６市区町村（約９割）が水害リスク情報の空白域。

・洪水予報河川及び水位周知河川（約２，０００河川）や水位周知下水道（約２０団体）
に加え、周辺に住宅等の防護対象のあるものについて指定対象に追加し、洪水浸
水想定区域では約１５，０００河川、雨水出水浸水想定区域では約１，０００団体が
新たに指定対象として追加。

１．ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治水」の本格的実践［２／１５］

主要駅前の浸水
（令和元年東日本台風）

中心市街地の浸水
（令和元年8月の前線に伴う大雨）
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指定対象河川の拡大イメージ洪水浸水想定区域及び雨水出水浸水想定区域の
指定対象数

新たに指定対象となる河川及び
その洪水浸水想定区域（イメージ）

公表されている洪水浸水想定区域

水害リスク情報の空白域における浸水被害事例
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水害リスク情報の充実（水害リスクマップの整備）
１．ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治水」の本格的実践［３／１５］

○水害ハザードマップ（従来）

○水害リスクマップ（新規）

※１ 河道条件：Ｈ２８末時点 ※２ 河道条件：Ｒ５末時点
（高頻度以外は現況河道の計算結果）

現況 整備後

【令和４年度の国土交通省としての取組】

・全国109の一級水系において外水氾濫を対象とした水害リスクマップ
の作成を完了

・特定都市河川や防災まちづくりに取り組む地区において、内水を考慮
した水害リスクマップを作成

ハード整備による
水害リスクの軽減

・現在のリスクに加え、将来のリスクも提示（整備効果の見える化）
・土地利用規制や居住の誘導を促進
・きめ細やかな企業BCPの作成、水害保険への水害リスクの反映

※上記凡例の（ ）内の数値は確率規模
を示していますが、これは例示です。 ※現在の浸水想定区域図に加えて、より頻度の高い複数降雨による浸水範囲を頻度毎に示した図

○ これまでは想定最大規模降雨の洪水で想定される浸水深を表示した水害ハザードマップを提供してきたところ。

○ 今後は、想定最大規模に加えて、より頻度の高い降雨による浸水範囲を頻度毎に示した水害リスクマップを新たに整
備し、水害リスク情報の充実を図る。

○ こうした取組により「水災害リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり」を促進。

想定される浸水深

水害リスク情報の充実 水災害リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり

※着色範囲は想定最大規模降雨の洪水で想定される浸水範囲

イメージ

整備効果の見える化のイメージ


